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秋祭りの季節です。秋のお祭りは、豊かな実りを迎えられたことに感謝し、翌年の豊作や人々の健康を願うものです。夏の間に太陽をいっぱいに浴びて育った作物が、秋に大きな実を結ぶように、みなさんの「実り」は入試を終える春に訪れます。今の努力はすぐに形になりませんが、日々の積み重ねが必ず春の成果につながります。今日の一歩を大切にしましょう。[image: image2.png]e e e e e e e e o e o o v
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お父さん・お母さん・生徒さんへ・・・


山本学習塾からのお知らせ
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★今村先生のつぶやき★


大学受験に必要な学習時間は、東大合格でおよそ4,000～5,000時間、早慶で3,000～4,000時間と言われています。これらはあくまで目安ですが、学力を身につけるには、それ相応の勉強時間が不可欠であることを示しています。


「量より質」「効率良く」といった言葉はよく耳にしますが、本来の意味には「十分な量をこなした上で」という前提があります。勉強に時間をかけなければ、成績が伸びないのは当然です。ですから、「（勉強時間を増やさずに）成績が伸びないと悩む」ことは、実は本質的には悩みではありません。まずは勉強に時間をかけましょう。東大を目指すほどの学力を持った人でさえ、これだけの時間を勉強に費やしているのです。あなたも本気で学力を身につけようと思うなら、教科書を暗唱できるまで読み込み、問題集を3周解くくらいの気持ちで勉強と向き合ってみてください。


と、ここまで書いてきましたが、私はだから全員5,000時間勉強して東大を目指せと言いたいのではありません。それは、そこまでしてでも到達したい目標がある人が実践すれば良いことだと思っています。確かに高学歴者の才能や努力は尊敬されるべきものです。そして誰もが持てない素晴らしい能力を、世の中のために活かすべきだ思います。


一方で逆に考えてみましょう。別にそれが悪いということではなく、彼らはその5,000時間もの人生を「勉強以外に一切使ってこなかった」とも言えるのです。もしかすると勉強にかけたその膨大な時間の代わりに、他の人が経験しているかもしれない何かを、彼らは知ることなく一生を終える可能性があるのではないのかと思うのです。


時間の配分は人それぞれです。与えられた時間の中で全てのことを経験することはできません。人生を勉強に注ぐ人もいれば、他のことに使っている人もいます。


例えば大谷翔平選手は野球に、藤井聡太棋士は将棋に――彼らは人生の膨大な時間を自らの信じる道に投資してきました。全員が必ずしも成功するとか限りませんが、成果はその時間をどこに投資するかで決まるのです。


だからこそ大切なのは、あなた自身が「これからの時間を何に使うのか」を決めることです。もちろん今最優先すべきは、高校受験にできる限りの時間を勉強に注ぐこと。まずは志望校に合格した上で、そこから楽しいことや、一生懸命になれること、もちろん勉強、そしてたまにはくだらないことなどにも時間を使ってください。人生は一度きりです。限られた時間を無駄に浪費することなく有意義に使って、後悔のない幸せな人生を謳歌してくれることを願います。





☆10月の予定☆　　　　中間テストを全力で


10/2（木）～3（金）中間テスト


10/8（水）～14（火）塾内テスト


10/13（月）：スポーツの日：休塾


10月下旬：期末テスト対策�
10月に入ると2学期中間テストがやってきます。テスト前は家や塾でしっかり復習しましょう。特に中学3年生は志望校合格への大切なテストです。絶対に気を抜かないように。�
新学期も落ち着き、新しい生活環境にも慣れてきましたか。多くの中学生は例年通り5月に中間テストがあります。スタートに出遅れると、追いつくのは本当に大変ですが、逆に差をつけると、あとが楽になります。これからのために連休中も4月の復習と中間テストの準備を続けましょう。�
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